
一般会計補正予算（第3号）
5.769万円を減額補正
予算総額221億7.668万円に 

一般会計補正予算（第3号）
5.769万円を減額補正
予算総額221億7.668万円に 

一般会計補正予算（第3号）
5.769万円を減額補正
予算総額221億7.668万円に 

特別会計補正予算を可決特別会計補正予算を可決

企業会計補正予算を可決企業会計補正予算を可決
 

  

一般職員給与費など

原油高騰対策など

国民健康保険事業特別会計繰出金など

ごみ袋等購入費など

歳入の概要

歳出の概要

平成20年度

平成20年12月2日に開会した定例議会において一般会計および特別会計の補正予算が提案されました。
各常任委員会で審議され、12月22日に全員賛成で可決しました。

市税……………………………………………
1億1,559万円追加

地方特例交付金 …………………………
555万円追加

普通交付税 ………………………………
1,053万円追加

国庫支出金…………………………………
1億4,495万円追加

府支出金 ………………………………………  
2,004万円減額

財産収入 ………………………………………
242万円追加

議会費 …………………………………………
11万円追加

総務費 …………………………………………
4,833万円追加

民生費 …………………………………………  
4,640万円減額

衛生費 …………………………………………  
1,086万円減額

出産一時金等

医療給付費等

居宅介護サービス給付費等

基金積立金等

公共下水道事業等

印刷製本費等

国民健康保険事業 …………………………… 647万円減額 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼38億2,696万円

老人保健事業 ………………………… 2億5,875万円減額 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼5億280万円

介護保険事業 ………………………… 1億8,094万円減額 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼29億2,677万円

簡易水道事業 ………………………………… 255万円追加 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼7億6,440万円

下水道事業 ………………………………… 1億77万円減額 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 30億5,336万円

後期高齢者医療事業 ……………………… 358万円減額 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼4億7,860万円

土地取得事業 ……………………………………………………………… （債務負担行為の補正） 

上水道事業会計 ………………………………… 39万円追加 　 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼7億9,084万円        

全員
賛成

9特別会計のうち7会計で補正がありました。

寄附金 …………………………………………
 242万円追加

基金繰入金 ……………………………………
1億6,489万円減額

　 財政調整基金繰入金…………………………1億1,236万円減額

 　減債基金繰入金……………………………………3,269万円減額

    スプリングスひよし管理運営基金繰入金 ……  2,152万円減額

市債……………………………………………
1億3,970万円減額

　美山中核整備事業に係るまちづくり整備事業債 …1,800万円減額

 　野条・諸畑線及び八木・馬路線に係る道路橋梁整備事業債 …900万円減額

    街路整備事業債 …………………………… 1億620万円減額など

農林水産業費 …………………………………
3,196万円減額

商工費 …………………………………………  
3,021万円追加

土木費 …………………………………………
5,465万円減額

消防費 …………………………………………
706万円追加

教育費 …………………………………………
47万円追加

 

野菜等経営安定事業負担金など
（野菜価格補填事業）

固定資産税など増額見込み

地方税等減税補てん臨時交付金

バス運行に係る生活路線維持費補助金の増額、
緑の公共事業費補助金減額など

老朽化した市営バス3台と
公用車1台の売払い収入など

地域活性化、緊急安心実現対策交付金、
街路事業などの臨時交付金、殿田小学校の改築に係る
安心・安全な学校づくり交付金など

再算定による調整率の変更に伴う増額など

ふるさと南丹応援寄附金

工場誘致事業奨励金、商工会商品券
事業補助金、京都新光悦村企業立地奨励金など

都市計画街路事業など
（土地購入費、補償金）

災害時応急救援資機材整備事業など
（諸器具機械購入費）

給食食材費など

補正額 補正後予算総額

補正額 補正後予算総額

　
　
塩
づ
け
土
地
は
早
期

処
分
が
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
は
。

　
　

公
有
財
産
等
の
処
分

等
に
関
す
る
検
討
委
員
会

で
現
在
処
分
方
針
の
取
り

ま
と
め
中
で
あ
る
。

　
長
く
持
つ
と
利
息
が
利

問答

息
を
生
む
現
状
で
あ
る
。

　

他
の
用
途
へ
の
転
用
も

含
め
検
討
し
、
早
い
解
消

に
努
力
し
た
い
。

　
　
全
国
的
に
介
護
保
険

料
の
滞
納
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
実
態
は
。

問

　
　
美
山
町
知
井
地
区
内

の
移
動
通
信
施
設
の
完
成

で
携
帯
通
話
エ
リ
ア
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　

芦
生
、
知
見
、
川
谷

の
地
域
は
お
お
む
ね
カ

バ
ー
で
き
る
。
ま
だ
本
市

に
は
多
く
の
不
感
地
域
が

あ
り
、
改
善
に
努
め
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
南
丹
応
援

寄
附
金
の
状
況
は
。

　
　

6
名
の
方
に
2
4
2

万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い

た
。
中
に
は
、
本
市
出
身

で
他
市
居
住
の
方
も
あ
る
。

　
　
勧
奨
退
職
者
の
状
況

は
。　

　
　

9
名
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
。
内
訳
は
59
歳
3

名
、58
歳
3
名
、55
歳
1
名
、

54
歳
1
名
、
53
歳
1
名
で

あ
る
。

問答問答問答答　

現
在
の
滞
納
額
は
約

1
0
0
0
万
円
で
あ
る
。

平
成
12
年
か
ら
の
未
納
者

も
あ
る
。
該
当
者
に
は
消

滅
時
効
の
2
年
を
超
え
な

い
よ
う
に
納
入
の
お
願
い

を
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の

主
な
質
疑

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

地
域
情
報
網
整
備・防
災

行
政
無
線
事
業
な
ど
は
、最

小
の
財
源
で
、最
大
の
効
果

を
検
証
す
る
こ
と
な
く
漫
然

と
執
行
し
た
。今
後
の
事
業

費
を
含
め
る
と
膨
大
な
負
担

が
市
民
の
将
来
に
跳
ね
か
え

る
。

　

佐
々
木
市
政
と
国
を
繋
ぐ

パ
イ
プ
の
閉
塞
に
よ
る
影
響

で
国
の
支
援
事
業
の
減
少

や
、不
況
な
ど
で
苦
し
む
中

小
零
細
業
者
、土
木
・
建
設

業
者
で
は
廃
業
、倒
産
に
追

い
込
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　

地
方
へ
の
財
政
支
援
が
増

加
す
る
中
、国
と
の
強
力
な

パ
イ
プ
を
活
か
す
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
。

　

町
長
経
験
者
で
あ
る「
二

人
の
副
市
長
」の
政
治
手
腕

が
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

十
分
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
な

く
多
く
の
課
題
が
先
送
り
と

な
って
い
る
。

　

本
議
案
も
、公
有
財
産
等

の
処
分
等
に
関
す
る
検
討
委

員
会
の
設
置
で
体
裁
は
整
え

た
が
、方
向
性
す
ら
示
さ
れ

な
い
。町
長
経
験
の
あ
る
副

市
長
に
特
命
を
与
え
る
な

ど
、解
決
に
む
け
た
道
の
り

は
遠
く
と
も
、全
職
員
が
奔

走
で
き
る
指
針
を
示
す
こ
と

が
市
長
の
責
務
と
考
え
る
。

合
併
時
だ
か
ら
強
硬
な
決
断

が
許
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、政
策
課
題
へ
の
決
断
で

指
針
を
示
す
こ
と
な
く
、期

間
の
延
長
を
求
め
る
施
策
は

他
に
も
あ
る
が
、分
離
が
困

難
な
た
め
本
議
案
の
み
反
対

意
見
を
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。

　
活
緑
ク
ラ
ブ
　

　
松
尾
　
武
治 

議
員

反
対
討
論
（
要
旨
）

一
般
会
計

補
正
予
算

特

別

会

計

補

正

予

算
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